
「
戸
籍
区
」

明
治
４
年
の
戸
籍
法
公
布
と
廃
藩
置
県

に
よ
り
、
山
口
県
で
は
127
の
「
戸
籍
区
」

が
設
け
ら
れ
、
大
津
郡
は
第
１
区
か
ら
第

５
区
ま
で
の
５
つ
の
区
に
分
け
ら
れ
ま
し

た
。（
第
１
区
は
三
隅
上
村
、
三
隅
中
村
、

三
隅
下
村
、
真
木
村
。
第
２
区
は
瀬
戸
崎

浦
、
通
浦
。
第
３
区
は
深
川
東
分
、
深
川

西
分
、
深
川
湯
本
村
、
渋
木
村
、
俵
山
村
。

第
４
区
は
日
置
上
村
、
日
置
中
村
、
日
置

下
村
、
蔵
小
田
村
、
角
山
村
、
河
原
村
、

新
別
名
村
、
伊
上
村
、
久
富
村
。
第
５
区

は
後
畑
村
、
津
黄
村
、
野
田
村
、
川
尻
村
、

向
津
具
上
村
、
向
津
具
下
村
）

「
大
小
区
制
」

明
治
６
年
に
は
、
政
府
が
地
方
の
便
宜

に
よ
っ
て
大
区
と
小
区
に
分
け
る
「
大
小

区
制
」
を
打
ち
出
し
、
山
口
県
で
も
明
治

７
年
１
月
か
ら
21
の
大
区
と
そ
の
下
に
127

の
戸
籍
区
を
小
区
と
す
る
大
小
区
制
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
大
津
郡
一

こ
の
頃
の
村
落
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異

動
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
前
大
津
で
は
、

「
三
隅
村
」、「
通
浦
」、「
瀬
戸
崎
浦
」（
瀬

戸
崎
、
青
海
村
、
白
潟
浦
、
大
日
比
浦
）、

「
深
川
村
」、「
渋
木
村
」、「
真
木
村
」、「
俵

山
村
」。
先
大
津
で
は
「
日
置
村
」、「
伊
上

村
」、「
河
原
村
」、「
新
別
名
村
」、「
久
富

村
」、「
津
黄
村
」、「
後
畑
村
」、「
角
山
村
」、

「
蔵
小
田
村
」、「
野
田
村
」、「
向
津
具
村
」

な
ど
の
村
と
浦
か
ら
成
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
に
入
る
と
、
時
代
の
う
ね
り
と
と

も
に
行
政
区
画
も
再
編
を
繰
り
返
し
て
い

き
ま
す
。

「
大
津
郡
」
の
成
立

長
門
国
を
構
成
す
る
一
つ
の
郡
と
し
て

の
「
大
津
郡
」（
当
初
は
大
津
評
）
が
成
立

し
た
の
は
、
大
化
改
新
に
よ
り
国
郡
里
制

が
構
築
さ
れ
た
７
世
紀
後
半
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
前
大
津
」
と
「
先
大
津
」

江
戸
時
代
に
は
、
長
州
藩
の
村
落
に
関

す
る
支
配
組
織
と
し
て
宰
判
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
行
政
区
画
が
設
定
さ
れ
、
大
津
郡

は
豊
浦
郡
の
一
部
と
合
わ
さ
れ
「
前
大
津
」

と
「
先
大
津
」
の
両
宰
判
に
分
け
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
各
町
村
間
で
活
発
な
協
議
が

行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
、
昭
和
29
年
３
月

31
日
に
「
通
村
」、「
仙
崎
町
」、「
深
川
町
」、

「
俵
山
村
」
の
２
町
２
村
が
合
併
し
て
旧

「
長
門
市
」
が
県
下
11
番
目
の
市
と
し
て
誕

生
。
同
年
５
月
１
日
に
は
「
菱
海
村
」
、

「
宇
津
賀
村
」、「
向
津
具
村
」
の
３
村
と
日

置
村
の
大
字
蔵
小
田
の
一
部
が
合
併
し
て

「
油
谷
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
未
合
併
町
村
と
し
て
残
っ

た
「
三
隅
町
」
と
「
日
置
村
」
を
含
め
１

市
２
町
１
村
の
枠
組
み
が
確
立
。
昭
和
63

年
４
月
１
日
に
日
置
村
が
町
制
を
施
行
し
、

今
年
３
月
22
日
合
併
以
前
の
１
市
３
町
の

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

大
津
郡
内
は
９
村
と
な
り
ま
し
た
。

「
村
」　
か
ら　
「
町
」
へ

市
街
地
化
が
進
ん
だ
仙
崎
村
で
は
大
正

３
年
４
月
15
日
、
山
口
県
下
13
番
目
の
町

「
仙
崎
町
」
と
し
て
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
深
川
村
は
昭
和
３
年
11
月
１
日
、

三
隅
村
で
も
昭
和
17
年
11
月
３
日
に
町
制

を
施
行
し
「
深
川
町
」、「
三
隅
町
」
と
そ

れ
ぞ
れ
改
称
し
ま
し
た
。

「
昭
和
の
大
合
併
」

戦
後
、
昭
和
22
年
４
月
に
地
方
自
治
法

が
公
布
さ
れ
、
地
方
自
治
の
整
備
を
目
的

と
す
る
新
法
が
次
々
と
施
行
さ
れ
、
町
村

の
財
政
支
出
は
増
大
を
続
け
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
昭
和
24
年
の
シ
ャ
ー
プ
勧
告
な

ど
に
よ
り
地
方
自
治
体
の
統
廃
合
に
よ
る

行
財
政
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
昭
和
28
年
９
月
、
政
府

は
期
限
付
き
の
特
別
立
法
と
し
て
「
町
村

合
併
促
進
法
」
を
公
布
。
こ
れ
に
基
づ
き

山
口
県
で
も
「
町
村
合
併
促
進
計
画
要
綱
」

が
定
め
ら
れ
、
法
の
有
効
期
限
で
あ
る
昭

和
31
年
９
月
ま
で
に
、
県
下
す
べ
て
の
町

村
が
人
口
８
千
人
以
上
の
規
模
と
な
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
合
併
推
進
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
県
か
ら
内
示
さ
れ
た
大
津
郡

内
の
合
併
案
は
、
東
部
の
「
三
隅
町
」、

「
通
村
」、「
仙
崎
町
」、「
深
川
町
」、「
俵
山

村
」
の
５
町
村
を
１
つ
の
町
に
、
西
部
の

「
日
置
村
」、「
菱
海
村
」、「
宇
津
賀
村
」、

「
向
津
具
村
」
の
４
村
を
１
つ
の
町
に
統
合

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

制
度
が
戸
籍
調
査
の
便
宜
上
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
数
々
の
問
題

が
生
じ
、
古
来
の
郡
町
村
制
を
復
活
す
る

「
郡
区
町
村
編
制
法
」
が
明
治
11
年
７
月
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
県
で
は
明
治
12
年
１
月
か
ら
従
来

の
大
小
区
制
を
廃
止
し
、
長
門
６
郡
、
周

防
６
郡
の
12
郡
が
行
政
区
画
と
し
て
復
活

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
町
村
に
つ

い
て
も
藩
政
時
代
の
歴
史
的
村
落
に
復
元

さ
れ
、
大
津
郡
内
も
26
の
村
と
な
り
制
度

上
で
は
独
立
し
た
自
治
体
に
な
り
ま
し
た
。

「
町
村
制
」　
施
行

郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
る
行
政
区
画
も

長
く
は
続
か
ず
、
政
府
は
明
治
21
年
４
月

に
「
市
町
村
制
」
を
定
め
ま
し
た
。
市
町

村
制
は
、
近
代
的
な
地
方
自
治
制
度
へ
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
事
実
上
の

町
村
合
併
で
あ
り
、
県
が
町
村
の
合
併
案

を
策
定
す
る
県
主
導
の
も
の
で
し
た
。

明
治
22
年
４
月
１
日
の
町
村
制
施
行
の

期
日
を
も
っ
て
、
山
口
県
内
で
は
１
市

（
赤
間
関
・
後
の
下
関
）
４
町
（
岩
国
・
柳

井
津
・
山
口
・
萩
）
224
村
が
成
立
し
、
大

津
郡
内
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
、
旧

来
の
26
の
村
・
浦
が
合
併
、
あ
る
い
は
単

独
の
ま
ま
で
「
三
隅
村
」、「
仙
崎
通
村
」、

「
深
川
村
」、「
俵
山
村
」、「
日
置
村
」、「
菱

海
村
」、「
宇
津
賀
村
」、「
向
津
具
村
」
の

８
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

通
浦
と
瀬
戸
崎
浦
が
合
併
し
た
仙
崎
通

村
で
は
、
地
理
的
に
交
通
の
不
便
も
多
く
、

風
俗
習
慣
が
異
な
る
と
し
て
明
治
32
年
４

月
１
日
、
通
地
区
が
独
立
分
離
し
「
仙
崎

村
」
と
「
通
村
」
に
分
か
れ
た
こ
と
か
ら

帯
は
「
第
19
大
区
」
と
さ
れ
、
戸
籍
編
成

で
定
め
た
５
つ
の
区
が
そ
の
ま
ま
小
区
に

当
て
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
小
区
の
区
画
に

は
不
都
合
が
多
く
、
地
方
の
実
状
に
応
じ

た
小
区
の
再
編
成
が
進
み
、
こ
れ
が
事
実

上
の
町
村
合
併
と
な
り
ま
し
た
。
山
口
県

で
は
明
治
８
年
８
月
、
従
来
の
127
区
制
を

廃
止
し
、
21
の
大
区
の
下
を
266
の
小
区
に

分
け
大
小
区
制
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
大
津
郡
に
あ
た
る
第
19
大
区
は
、

10
小
区
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
津
郡
」　
の
復
活

こ
う
し
た
大
小
区
制
に
よ
る
行
政
区
割

は
明
治
11
年
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、
こ
の

私　
た　
ち　
の　
住　
む　
長　
門　
市　
が　
長　
門　
国　
「　
大　
津　
郡　
」　
と　
し　
て　
、　
古　
く　

か　
ら　
日　
常　
の　
生　
活　
圏　
や　
経　
済　
圏　
を　
共　
有　
す　
る　
一　
帯　
の　
地　
域　
で　
あ　
っ　

た　
こ　
と　
は　
、　
み　
な　
さ　
ん　
も　
よ　
く　
ご　
存　
知　
の　
こ　
と　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　
こ　
の　
大　
津　
郡　
が　
長　
い　
年　
月　
を　
経　
て　
、　
今　
ま　
た　
「　
長　

門　
市　
」　
と　
し　
て　
、　
一　
つ　
の　
都　
市　
に　
再　
編　
さ　
れ　
る　
ま　
で　
の　
形　
成　
過　
程　

を　
簡　
単　
に　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　

藩政時代の大津郡

「昭和の大合併」

以前の大津郡

「町村制」施行後

の大津郡 明治32年４月～

～昭和29年３月



菱
海
村

旧
藩
時
代
は
「
久
富
村
」、「
新
別
名
村
」、

「
河
原
村
」、「
伊
上
村
」
の
４
村
に
分
か
れ
、

先
大
津
宰
判
の
管
轄
に
属
し
て
い
た
。
そ

の
中
央
に
位
し
た
た
め
河
原
に
先
大
津
宰

判
所
が
置
か
れ
た
。

明
治
６
年
の
大
小
区
制
で
は
第
19
大
区

７
小
区
に
属
し
、
明
治
12
年
の
郡
区
町
村

編
制
に
よ
り
再
び
久
富
村
、
新
別
名
村
、

河
原
村
、
伊
上
村
の
４
村
と
な
っ
た
が
、

明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
に
あ
た
り
４
村

が
合
併
。
各
村
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
菱

海
（
ひ
し
か
い
）
村
」
と
改
称
し
た
。

宇
津
賀
村

旧
藩
時
代
は
先
大
津
宰
判
の
管
轄
で

「
津
黄
村
」、「
後
畑
村
」、「
角
山
村
」
の
３

村
か
ら
な
り
、
明
治
６
年
の
大
小
区
制
に

と
も
な
い
第
19
大
区
の
第
９
小
区
に
属
し

た
。
明
治
12
年
の
郡
区
町
村
編
制
に
よ
り

再
び
津
黄
村
、
後
畑
村
、
角
山
村
の
３
村

と
な
っ
た
が
、
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行

に
あ
た
り
３
村
が
合
併
し
て
「
宇
津
賀
村
」

と
改
称
し
た
。

向
津
具
村

古
く
は
「
向
津
国
」
あ
る
い
は
「
向
津

奥
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
を
約
し
て
「
向
津

具
」
と
称
し
て
い
た
。
慶
長
年
間
か
ら
廃

藩
置
県
前
ま
で
は
「
向
津
具
」
と
呼
称
し
、

明
治
６
年
の
大
小
区
制
の
実
施
に
よ
り
第

19
大
区
第
10
小
区
と
な
っ
た
。
明
治
12
年

の
郡
区
町
村
編
制
に
よ
り
「
向
津
具
上
村
」、

「
向
津
具
下
村
」、「
川
尻
村
」
と
な
っ
た
が
、

明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
３
村

が
合
併
し
て
「
向
津
具
村
」
と
な
っ
た
。

し
た
。
ま
た
、
昭
和
３
年
に
は
御
大
典
を

記
念
し
て
11
月
１
日
に
町
制
を
施
行
、「
深

川
町
」
と
改
称
し
た
。

俵
山
村

旧
藩
時
代
は
「
俵
山
村
」
と
し
て
前
大

津
宰
判
の
管
轄
に
属
し
て
い
た
。
明
治
６

年
の
大
小
区
制
の
実
施
に
よ
り
、
俵
山
村

単
独
で
第
19
大
区
第
６
小
区
と
な
っ
た
。

明
治
12
年
の
郡
区
町
村
編
制
に
よ
り
再
び

俵
山
村
と
し
て
大
津
郡
の
一
行
政
区
と
な

り
戸
長
役
場
を
置
い
て
村
政
が
掌
ら
れ
た
。

明
治
22
年
４
月
の
町
村
制
施
行
に
よ
り

「
俵
山
村
」
と
改
称
し
た
。

日
置
村

和
名
鈔
で
「
日
置
郷
」
の
名
が
登
場
し
、

旧
藩
時
代
は
先
大
津
宰
判
の
管
轄
に
属
し

て
い
た
。
廃
藩
置
県
後
は
「
日
置
上
村
」、

「
日
置
中
村
」、「
日
置
下
村
」、「
野
田
村
」、

「
蔵
小
田
村
」
の
５
村
と
な
り
、
明
治
６
年

に
大
小
区
制
が
行
わ
れ
る
と
蔵
小
田
村
・

野
田
村
は
、
第
19
大
区
の
第
９
小
区
、
他

の
３
村
は
第
８
小
区
と
な
っ
た
。

明
治
12
年
の
郡
区
町
村
編
制
に
よ
り
各

村
に
戸
長
役
場
が
設
け
ら
れ
た
が
、
明
治

17
年
に
５
村
が
併
合
さ
れ
「
日
置
村
外
４

ヵ
村
」
と
称
し
、
古
市
に
戸
長
役
場
を
置

き
村
政
が
掌
ら
れ
た
。
明
治
22
年
の
町
村

制
の
施
行
と
と
も
に
「
日
置
村
」
と
し
て

発
足
し
旧
村
の
区
域
を
大
字
と
し
た
。

昭
和
29
年
５
月
１
日
、
油
谷
町
が
設
置

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
大
字
蔵
小
田
（
字
雨

乞
・
字
観
音
ヶ
池
・
字
上
角
石
を
除
く
）

地
域
は
、
地
理
的
条
件
か
ら
住
民
の
強
い

要
望
が
あ
っ
た
の
で
分
離
し
た
。

仙
崎
町

旧
藩
時
代
ま
で
は
「
瀬
戸
崎
浦
」、「
青

海
島
」、「
白
潟
浦
」、「
大
日
比
浦
」
な
ど
、

時
代
に
よ
り
分
割
・
統
合
が
お
こ
な
わ
れ

て
き
た
が
、
明
治
６
年
の
大
小
区
制
の
実

施
に
よ
り
通
浦
と
と
も
に
第
19
大
区
第
３

小
区
と
な
っ
た
。
明
治
12
年
の
郡
区
町
村

編
制
に
よ
り
通
浦
と
分
か
れ
戸
長
役
場
を

置
き
「
瀬
戸
崎
浦
」
と
称
し
た
。

明
治
22
年
４
月
の
町
村
制
実
施
に
あ
た

り
通
村
と
合
併
し
「
仙
崎
通
村
」
と
改
称

し
た
が
、
明
治
32
年
４
月
１
日
に
通
村
を

分
離
、
大
正
３
年
４
月
１
日
に
町
制
を
施

行
し
、
昭
和
24
年
４
月
に
深
川
町
の
一
部

字
無
田
新
開
を
編
入
し
た
。

深
川
町

旧
藩
時
代
は
「
東
深
川
村
」、「
西
深
川

村
」、「
深
川
湯
本
村
」、「
渋
木
村
」、「
真

木
村
」
の
５
村
に
分
か
れ
、
前
大
津
宰
判

の
管
轄
に
属
し
て
い
た
。

明
治
６
年
の
大
小
区
制
の
実
施
に
よ
り
、

東
深
川
村
と
西
深
川
村
が
第
19
大
区
第
４

小
区
、
深
川
湯
本
村
、
渋
木
村
、
真
木
村

の
３
村
が
第
５
小
区
と
な
っ
た
。

明
治
12
年
の
郡
区
町
村
編
制
に
よ
り
再

び
旧
藩
時
代
の
５
村
に
分
か
れ
た
が
、
明

治
16
年
７
月
、
５
村
を
併
合
し
「
東
深
川

村
外
４
ヵ
村
」
と
し
た
。
明
治
22
年
４
月

の
町
村
制
実
施
に
よ
り
合
併
し
「
深
川
村
」

と
改
称
、
旧
村
の
名
称
は
大
字
と
し
て
残

三
隅
町

倭
名
類
聚
鈔

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

（
和
名
鈔
）
に
「
美
須
美
」

と
し
て
初
め
て
そ
の
名
が
登
場
し
た
。
旧

藩
時
代
は
「
三
隅
上
村
」、「
三
隅
中
村
」、

「
三
隅
下
村
」
の
３
村
に
分
か
れ
、
前
大
津

宰
判
の
管
轄
に
属
し
て
い
た
。

明
治
６
年
の
大
小
区
制
の
実
施
に
よ
り

三
隅
上
村
と
三
隅
中
村
の
２
村
が
第
19
大

区
第
１
小
区
、
三
隅
下
村
が
第
２
小
区
と

な
っ
た
。
明
治
12
年
の
郡
区
町
村
編
制
に

よ
り
再
び
三
隅
上
村
、
三
隅
中
村
、
三
隅

下
村
の
３
村
と
な
っ
た
が
、
明
治
22
年
４

月
の
町
村
制
実
施
に
よ
り
３
村
を
併
せ
て

「
三
隅
村
」
と
改
め
、
昭
和
17
年
に
町
政
を

施
行
し
た
。

通
　
村

和
名
鈔
に
よ
る
と
、
往
古
は
三
隅
郷

（
三
隅
村
）
に
属
し
て
い
た
よ
う
で
、
三
隅

の
庄
と
称
え
ら
れ
て
い
た
。
応
永
７
年
頃

よ
り
鰮
網
漁
業
の
た
め
通
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
通
島
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
こ
の
頃

か
ら
「
通
浦
」
と
も
称
し
て
い
た
。

明
治
６
年
の
大
小
区
制
の
実
施
に
よ
り
、

瀬
戸
崎
浦
と
と
も
に
第
19
大
区
第
３
小
区

と
な
っ
た
。
明
治
22
年
４
月
の
町
村
制
実

施
と
と
も
に
瀬
戸
崎
浦
と
合
併
し
、
仙
崎

通
村
大
字
通
浦
と
称
し
て
い
た
が
、
地
理

的
に
住
民
の
不
便
が
多
く
風
俗
や
習
慣
も

異
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
明
治
32
年
４
月

１
日
、「
通
村
」
と
称
し
て
分
離
独
立
し
た
。

「　
昭　
和　
の　
大　
合　
併　
」　
以　
前　
、　
大　
津　
郡　
を　
形　
成　
し　
て　
い　
た　
９　
町　
村　
の　
成　

り　
立　
ち　
に　
つ　
い　
て　
、　
昭　
和　
33
年　
４　
月　
に　
山　
口　
県　
地　
方　
課　
が　
編　
集　
・　
発　
行　

し　
た　
「　
山　
口　
縣　
町　
村　
合　
併　
史　
」　
を　
参　
考　
に　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　

倭
名
類
聚
鈔
（　
わ　
み　
ょ　
う　
る　
い　
じ　
ゅ　
し　
ょ　
う　
）　

日　
本　
最　
初　
の　
分　
類　
体　
の　
漢　
和　
辞　
書　
。　
承　
平　
（　
九　
三　
一　
〜　

九　
三　
八　
）　
年　
中　
皇　
女　
勤　
子　
内　
親　
王　
の　
命　
に　
よ　
り　
撰　
進　


